
I総長慾章
わたくしたちは&泌総iIと手総自iこがこまれ8然と銭安には

ぐくまれた謹祭幸司務主主てザ。
わたくしたちは、包務教育:il:1t認済をめざす市民としての5寄

りをも昔、明日へ江煩いをこめて、ここに部民聾章を定めま7Io

本と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあぴこにします
心と体を曹たえ 生き生宰と豊島幸停びゆくあぴこにします
客人を大級iこし子どもの曹を潟て事せな事uこにします
ふるさとを護し文化在高め聾が哲畠ぴこにします
みA本で言自し高い きまりを守主J型車るい高r]，こにします
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電
話
番
号
、
事
件
楽
紋
主
的
関
係
の
も
と
.
み
ん
な
ぞ
蜘
惜
し
い
一
臼
を
過
室
内
田
別
議
動
靴
を
紛
総
)

F

い
た
ず
ら
な
1
1
0
悉
泌
総
は
や
ご
し
ま
し
ょ
う
尽

V
申
し
込
み
8
u
月
世
間
n
u
ま
で
に
悩
祇

め

ま

し

ょ

う

)

w

w

続

時

山

月

6
U
H
(

毘
)
午
前
9
時
か
線
へ
助
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
験

w
v
問
い
脅
わ
俊
樹
科
孫
子
警
察
署
ん
や
後
3
時
ま
で
マ
議
醐
m
w
胤
務
鯨
支
庁
、
東
葛
飾
地
区

制M
町
一
出
)
0
3
・
Z
A
O
V
場
所
お
ふ
隣
府
な
…
松
学
金
大
学
品
判
中
市
町
、
身
体
機
終
税
制
隅
祉
会

国

相

沼

+

南

官

同

校

)

・

I
B

ま

市

内

在

住

2襲
警

告

ゲ

ー

師

事

書

記

関
凶
事
轟
司
超
過
寄

4
4

ー
み
ん
な
で
つ
く
る
録
、
共
に
余
念
る
街
i

縁
関
向
指
設
ま
つ
り
を
次
的
漁
り
関
w
v
主
催
あ
び
ζ
総
投
ま
つ
り
批
判
竹
鐙

制
服
し
ま
す
。
な
お
、
実
討
委
隊
会
で
は
回
開
会

ま
つ
り
の
準
縫
お
よ
び
当
日
的
会
場
設
諮
問
約
後
綴
3

置
な
ど
に
総
カ
し
て
く
だ
さ
る
十
々
を
募
マ
日
時
a
o
同
月
対

nF土
)
午
後
7
時
か

集
し
て
い
ま
す
e

詳
し
く
は
、
樹
党
行
議
ら
午
後
9
時
{
爾
米
中
止
)

良
金
事
務
局
ま
で
ご
渡
的
棺
く
ど
静
勺

V
場
一
助
手
賞
沼
公
開

va時
8
月
回
目
(
呂
)
午
前
例
時
時
か
w
v
内
務
噛
画
会
(
ド
ラ
え
も
ん
ぷ
'

ら

午

後

3

時

ま

で

ン

ち

ゃ

λ
際

険

省

は

か

)

一

四

v
場
所
中
央
公
制
純
然
お
よ
V
苧
賀
沼
マ
開
問
い
合
わ
せ
あ
げ
V

こ
…
稿
銑
ま
つ
り
一

会

組

笑

行

委

員

会

事

務

関

崎

(

滋

所

側

附

紙

作

茶

V
内
容
模
擬
袋
、
展
示
な
ど
緑
内
〉
官
(
町
}
0
5
2
3

@@@(家信
市営住宅(身障者向)
と特別県営住宅

V
入
総
資
格
*
指
向
に
居
住
し
住
民

登
録
を
し
て
い
る
へ
ま
た
は
市
内
に
容

勤
務
し
て
い
る
人
*
裂
に
絞
穏
に
綴
ー
ョ

約
七
て
い
る
人
本
身
隊
者
絵
識
人
総

L
I

勃
滅
的
人
凶
問
権
践
に
牢
務
子
を
常
時

j

燦
然
し
て
い
る
人
が
い
て
、
か
言
明
事

畿
の
交
付
を
受
け
て
い
る
ニ
と
*
2

人
以
上
で
魚
討
会
点
て
て
い
る
こ
と

V
纂
抽
晴
期
掲

G
窃
開
門

l
u
M
か
ら
刊
日
ま

で
総
祭
街
地
寸
認
で
受
け
付
け
ま
す
。

中
川
始
終
は
議
築
翁
導
課
と
各
支
援
に

用
苦
吟
し
て
あ
り
ま
す
開

v
m
u合
わ
せ
級
銀
州
制
緩
滋

IH本みは、子供たち的水議びじよる事故

が多発L，ますe 鞍躍およ u'市では‘本選び

Sつの持東まちろうよ S を骨髄離に、!旦重量

.保調書北時ザかけてい傘す.

嘩主っすぐカ‘えろう、〈ら<~るまえ広

告長うやめよう、あぶない水遊び

普長t.t'.-;.<どで?も童書える川、っ、どこへ、だ札とJ

ffilう的人や‘安心?きる年iニ的人と持し

r.!>く i鳩こう‘お確さんの主主主主
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鶴
一
街
灯
を
母
一
け

j

沿
い
乏
か
.ι.11gj淀川い

錨一

1
1
5
丁
目
を
有
す
る
大
所
帯
法
…

ムH
H

一f
i
J
1
1
t
A
J
1

〓J
1

制
…
急
十
常
任

l
柴
一
望
口
議
論
番
u
l〆

山
一

!
j
i
i
iド
4
1
3
2ぶ
!
ド
1
1ト
ー
ド
ト
ド
ト
ゎ
ド
r
I
j
i
f
-
-
i
l
l
i
t
-
-
3
2
2
1
1
1
1
I
1
2
2
2
2
1
1も
E
P
I
-
-
1
2
2
2
2
2
2
5
f
t
l
i
l
t
tド
、

輯
軍
崎
ム
ロ
は
天
王
品
宿
駅
ル
4
h
M
い
い
滅
し
た
沼
山
刊
訂
年
8
同
け
じ
は
校
総
務
制
が
日
H

7
澄
帯
、
出
年
4
科
目
に
は
3
7
3絞
線

住
宅
縁
。
紹
利
時
停
に
捻
ま
っ
た
品
開
時
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
的
制
後
し
て
、
と
急
成
長
し
ま
し
た
か

余
地
綬
協
酎
融
緩
務
畿
に
よ
っ
て
叫
闘
が
P

人
け
い
が
繭
組
織
し
、
持
年
4
月
に
は
2
8

政
治
会
と
し
で
ま
ず
取
り
組
ん
で
き

念
、
調
明
進
法
1
丁
目
か
ら
5
T
毘
ま
明
、

4
2
5
鐙
帯
を
官
甘
す
る
・
穴
御
機
と
な
っ

て
い
ま
す
。

肉
料
総
会
的
判
官
緩
は
掛
町
箱
白
山
年
の
日
U

得。

哨
鴨
川
刊
さ
ん
は
山
吋
一
品
開
ム
ぞ
ら
丹
品
長
。

長
が
越
し
で
き
た
線
級
総
称
悶
酬
は
、

ま
だ
ネ
ギ
初
期
主
Y
い
が
附
怖
が
っ
て
い
て
、

協
然
絞
め
議
が
ど
こ
か
ら
で
も
発
え
た

も
の
で
ナ
。
当
時
は
後
世
帯
教
が
湾
問
機

で
し
た
。

開
閉
粉
同
年
日
付
録
、
会
員
1
0
8没
落
、

役
縮
問
刊
お
明
、
溺
治
会
が
ス
タ
ー
ト
。
制
約

し
ろ
家
が
散
在
し
て
い
た
の
で
、
総
も

で
き
ず
、
役
民
が
ん
拡
晴
端
、
ム
持
続
の
徴
収
、

生
ゴ
ミ
・
資
制
附
ゴ
ミ
的
集
め
方
的
指
導

な
V
仏、
A

中
京
え
ば
、
よ
く
湿
っ
た
も
の

だ
と
岡
山
い
ま
す
。

企
現
在
の
間
一
問
。
禁
問
慨
は
悶
々

変
化
し
て
い
る
。

止
め
が
船
出
好
会
重
。
以
前
は
燃
の
殺

と
在
る
と
、
滋
に
土
が
流
れ
、
制
問
夜
か
蜘
}
・

f
o
F

申
上
続
得
共
、
最
又
役
人
同
紙
ニ
引
料
開
明

雪

滑

ら

さ

い

と

も

あ

コ

た

種

。

銭

時

為

。

こ

'r
掃
し
島
E
K
B暴
露

謀

、

護

霊

夜

、

妥

子

捻

制
部
ぷ
的
ぶ
か
ら
も
、
た
び
た
び
市

ι臨
時

脚

{

苛

棋

ル

一

防

相

期

}

礼

次

総

総

駒

内

紛

送

り

発

協

泊

、

金

納

ヱ

守

、

昨

年

詰

に

護

霊

鍛

に

灯

糊

江

戸

時

代

の

籍

後

と

し

て

級

事

警

沢

村

重

室

長

毒

上

伐

章

一

付

役

人

主

総

ニ

御

J

器

が
と
も
さ
れ
ま
し
た
n

糊
名
な
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
佐
倉
時
部
下
務
総
対
祭
忠
滋
お
慾
内
野
介
家
督
、
英
年
之
秋
倒
的
崩
御
'
液
晶
叫
よ
事
、

般

の

総

絞

め

よ

う

に

名

所

・

史

跡

も

帥

五

郎

旬

千

品

擁

耐

門

家

蕊

申

沈

殿

り

過

分

ノ

機

免

湾

総

ud米
一
斗
一
一
、
去
切
答
よ
り
域
米
滋
季
一
出
品
拝
々

な

に

こ

れ

と

い

っ

た

芸

誌

あ

り

ま

糊

そ

の

襲

警

郎

昭

事

免

と

い

小

書

室

半

十

郎

升

一

歩

ぷ

柄

、

液

レ

一

階

段

事

夕

、

善

方

よ

り

役

所

江

せ
ん
が
、
明
る
い
円
満
志
向
付
機
会
で
あ
与
フ
文
惑
が
間
剛
警
P
の
出
回
繁
い
い
紛
殺
さ
高
野
村
名
主
一
ぷ
削
げ
院
内
部
問
、
小
物
成
大
一
豆
一
一
部
揖
糖
柵
同
等
書
紋
々
線
訴
訟
中
上
ル
主
ひ
え
、

る
と
思
い
ま
す
後
日
明
れ
て
い
る
と
火
隊
小
‘
知
や
め
吋
畑
山
宮
崎

段
波
縫
略
双
葉
問
問
手
を
記
念
し
て
、
酬
保
相
川
祭
に
は
で
て
い
ま
す
が
、
こ

子
供
を
や
心
と
し
た
会
員
家
皆
既
獲
畿
会
榊
の
ほ
ど
そ
の
実
物
が
見
つ
か
り
ま
し

多
品
摘
し
ま
し
た
。
子
ど
も
緩
め
務
λ
だ
鞠
た
。
そ
れ
は
我
滋
子
市
内
判
、
は
寺
〈

顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
廿
ん
の
こ
れ
か
ら
も
酬
千
葉
市
で
総
帥
純
一
怒
れ
ま
し
た
。

こ
こ
を
ふ
る
ち
と
と
す
る
子
ど
も
遼
的
職
や
し
総
か
し
い
で
す
が
、
と
て
も

た
め
に
も
、
い
い
ま
ち
に
し
て
い
長
側
珍
ら
し
い
文
書
で
す
の
で
、
原
文
?

い

と

患

い

ま

す

。

脚

紹

介

し

ま

し

ょ

う

。

今
出
恨
の
簿
総
と
し
て
は
、
会
長
が
白
鳥

e

際
ぶ
制
刊
紙
で
き
る
向
い
受
E
闘
の
建
設
が

あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
縦
長
経
験
議
も

銃
に
伍
入
、
ニ
ラ
い
3

た
入
閣
端
的
繁
労

U
V
滋
伶
A
H
と
な
び
て
内
腿
治
会
を
ぎ
え
て

い
く
こ
e
と
刊
に
し
よ
う
。
こ
れ
か
ら
会
話
尚

も
さ
ら
に
浩
正
ピ
い
く
こ
と
苧
し
よ
う

が
、
そ
の
一
部
?
の
不
淀
川
同
念
く
あ
り
ま

せ
ん
。
L

V
鼠
治
品
曹
長
醐
鴨
谷
詞
心
(
柴
崎
お

3
1

6
I
8
)
畳
一
部
)
2
4
3
9

30 

一
、
お
者
下
総
関
山
州
務
総
佐
官
骨
四
飯
村
々
処
、

お

幸

喜

重

共

1
2

議
長
米
一
切
手
波
誠
実

挙端情
L
e
滋
様
、
当
械
主
代
々
の
臨
班
長
十
、
制
脚
部
ザ
凍
土
地
町
之
警
告
過
分
之
繍
米

主
い
の
み

Z
り
考

線
田
上
野
分
縄
開
設
品
川
村
々
火
小
波
数
回
己
医
年
土
弁
ふ
ん
鉄
剣
鎖
線
ニ
終
成
鱗
、

un々
仰
向
姶
闘
し
ん
絵
師
九
、

…
(
奇
相
相
、
警
義
)
、
下
総
額
係
以
来
聖
護
鱗
智
火
抗
議
薬
害

一

機

器

寄

金

号

村

{

千

章

、

寄

議

?

鋭

、

義

村

々

車

交
γ

承

…
ま
曹
、

m
同

盟

主

老

議

ヶ

露

骨

塑

一

章

一

一

至

主

翼

襲

撃

札
一
村
、
関
邸
側
諸
押
綿
一
刊
一
級
九
ヶ
品
刊
(
総

一
局
印
紙
、
毒
殺
、
異
議
一
齢
者
七

一
ヶ
叫
円
以
時
一
組
、
裏
ゑ
)

一
お
山
間
代
公
浮
い
村
名
必
然
災
総

J

，
齢
制
灘
北
台
醒
小
、
灘
北
小
で

8
月
8
白
か
ら
、
入
場
無
料

雪
量
的
総
務
が
警
、
市
民
い
っ
ぽ
う
、
ゆ
い
と
し
も
昨
官
官

V
期

間

品

業

灘

小

市

議

員

プ
ー
ル
が
trど
も
と
ら
な
ど
で
に
き
総
泌
総
、
小
切
伐
の
ず
i
ル
が
一
般
向
放

8
Uか
ら
山
川
口
口
乏
で
@
潟
北
小
君
金

わ
っ
て
い
ま
す
。
会
れ
ま
す
切
湖
北
ム
日
福
間
小
学
校
に
加
え
、

8
m
8
8か
ら
お
8
ま
で

新
し
く
滋
沿
小
学
校
も

V
時
鈍
い
ず
れ
も
午
線
9
時
制
分

仲
間
入
り
。
無
料
円
で
す
か
ら
正
午
、
午
後
1
時
か
ら
4
時

的
で
、
と
し
ど
し
ご
村

V
対
象
潟
小
学
校
白
地
域
持
団
託
。

同
聞
く
だ
さ
い
。
幼
児
お
よ
び
小
字
校
1
年
余
か
勺
4

，
¥
年
祭
は
官
附
作
品
点
以
上
め

i
陸間可

j

ン
然
綴
設
が
開
門
却
什
の
こ
と
z

融

臨

機

議

事

合

わ

せ

H
警

認
弘
明
及
、
一
議
委
H
片
品
産
給
油
帥
)

i

j

A

E

昨
年
富
小
一

)

w

 

融
醐
開

wm橋
脚
瀬
一
‘
初
、
般
開
放
法
人
気
を
呼
び
、

d
闘

曜

~

ー

週

間

に

え

人

2
8
9

入
、
小
人
1
1
0
3人

ん
上
山
俳
停
の
一
般
間
開
放
3
湖
北
合
宿
闘
の
裁
縫
ん
が
令
め
か
け

小
中
。
(
下
)
市
民
プ
ー
ル

(
?
/
m
v

ま
し
た
白

あ

れ

こ

れ

H

広
い
通
り
H

一民る

あ

びl

叩

'-

、
村
刊
々
一
白
役
所
持
之
町
田
畑
地
件
付
双
務
山
山
、

役
人
不
情
と
字
、
率
と
手
兵
器
告
主
題
ス
人
望
号
一
一
鈴
関

与
蒸
す
綿
入
、
災
中
日
一
被
豆
議
後
、
入
、
此
肌
附
義
務
的
み
野
並
存
続
笠
宮
ケ

輪
一
体
絞
殺
虫
、
依
ウ
ん
雷
太
小
百
姓
取
烹
必
殺
機
内
肌
ふ
僻
説
、
総
選
出
畑
高
ム
ハ
子
十
ね

ん
々
来
沼
町
役
節
、
百
姓
共
お
れ
閉
ウ
ん
加
川
総
総
余
数
図
ニ
田
開
成
、
当
時
持
来
凶
川
刷
酬
明
附
開

「
円
十
く
総
食
し
て
み
た
い
ね
」
中

齢
の
波
川
叫
ん
耶
治
匙
人
(
島
阿
茶
)
は
、
ナ

ス
よ

ηも
ふ
た
図
り
祭
大
恥
お
く
後
最

結
ん
だ
メ
キ
シ
コ
?
ン
プ
2
が
執

r

の
去
、
心
待
ち
に
し
で
い
ま
す
の

人

γ
句
、
は
令
長
5
m
に
主
る
ニ
の
本

も
、
知
人
が
持
ち
込
人
花
い
刊
誌
s

柿桝は

却
叩
足
ら
計
一
。
そ
の
棟
、
ヲ
ン
の
毅

滋
の
た
め
に
総
て
た
い
じ
ニ
l
ル
ハ
ウ

こ

れ

g
v
a
茸
っ
た
マ
シ
ゴ
B

瞳
と
護
規
永
浩
さ
ん

酎
ス
の
な
か
?
、
ぐ

醐
ん
ぐ
ん
と
生
長

D

醐
「
な
ん
と
か
爽

を
争
ら
せ
た
い
い

と
嶋
崎
授
さ
ん
は
農

業
試
日
韓
埼
を
ど
に

タ
も
問
い
合
わ
ぜ
点

hw た
り
す
る
ほ
ど
の
然

の
入
れ
凶
wa
ぷ
れ
ら
鈴
カ
の
甲
姿
あ

って、

4
年
前
か
ら
花
を
つ
け
る
よ

う
に
な
り
、
つ
い
に
今
年
の

M

快
被
“

と
な
っ
た
も
の
。

ー
ハ
ワ
イ
明
、
食
べ
た
マ
ン
ゴ

i
の

昧
は
絞
骨
肉
L

と
?
J
ゴ
!
フ
ァ
ン
の

液
辺
さ
ん

G

で
も
、
出
持
問
リ
山
手
も
驚
い

た
と
い
予
防
肌
の
総
災
対
っ
た
だ
け
に
、

「
拘
問
先
に
は
な
い
勺
な
い
ね
j
」

渡
辺
永
治
さ
ん
(
中
峠
)
宅
で

マ
ン
ゴ
ー
が

っ
た
H

松
関
車
さ
ん
の
絵
が
教
科
書
に

例
年
牒
綾
3
年
生
「
国
間
・
工
作
L

m
則
子
桜
紙
小
字

3hZ占
的
必
ι
蜘
減
し
た
の
時
こ
の
絵
だ
け

Q

続
的
然
分

工
作
」
の
教
一
昌
一
じ
‘
縦
一
ρ
小
学
校
が
い
ま
ひ
と
つ
の
支
持
~
と
緩
い
ま
す
こ

5
年
生
的
総
泌
総
さ
ん
の
絵
「
友
だ
で
も
教
科
濃
い
い
絞
る
な
ん
て
、
と
て
も
一

ち
ん
が
、
む
苧
本
と
し
て
掲
載
さ
れ
う
れ
し
い
い
と
慾
さ
人
」
一

る

こ

と

に

企

り

ま

し

た

。

方

、

自

分

の

M

却期
ω

が
数
料
縫
い
い
絞
一

こ
の
ル
昨
日
制
は
、
燃
え
い
え
が
3
年
生
場
す
る
こ
と
と
な
ッ
た
取
締
法
く
人
は
一

の
と
き
心
か
い
た
も
の
官
、
当
時
の

1

絵
は
よ
く
川
似
て
い
ま
す
が
、
本
物
の
一

以
附
酬
で
は
愛
々
、
人
選
に
。
カ
が
い
い
綴
で
す
。
ポ
ク
が
仙
は
う
数
料
…

い
の
に

i

一

た

一

し

…
何

一
で
九
一

ん

さ

…

務

際

一

も

印

刷

…

後

松

一

家

と

一

A

一r
3

…ハリつμ

a 

Qj 

れ

こ

あ

れ

ゆ

、-
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之

畑
一
護
辺
麻
薬
ち
ゃ
ん

三
村
じ
い
ち
ゃ
ん
の
秘
絞
っ
チ
ど
よ
い

ペ
ト
ヶ

F

・
1
必

時一

午総務きからm寺まで

午後1時30分から3時までe

護
休
み
児
家
制
帽
談
下
一
段
な
ど
に
漆
殺
す
る
こ
と
は
あ
り

夜
品
開
み
も
半
ば
に
な
り
、
九
州
子
き
ま
ぜ
ん
。

ん
方
は
や
持
と
も
に
償
援
で
お
潮
崎
平
市
役
記
明
暗
{
削
}
1
1
1
1
内
線
3

れ
れ
れ
ぶ
繁
華
先
輩
口
い
均
一
一
リ
ー

に

発

慣

れ

奈

川

務

欄

議

室

v

高

談

g
品

か

な
ど
が
あ
れ
ば
議

f
m
h

主

i

J

Z

ら
議
(
祝
日
義

し

て

く

だ

さ

い

。

;

‘

i

i

の
午
前
川
琴

線
談
窓
一
は
子
供
向
万
幻
影
な
ど
非
ら
午
後
4
時
ま
で

行
に
つ
い
て
、
ど
組
問
泌
が
わ
問
問
り
の
帯
場
所
匁
滋
笈
機
嫌
山
門
家
庭
出
品
綴

こ
と
を
愛
吉
総
務
姦
円
、
警
官
京
総
滋
察

間

同
月
豆

電

a
t
i

年

ら
、，‘

L

口

出

ふ
H
S
a宅

租

日

ま

間出

I
生

叫
競
出
掛
惜
晶

全身欝害者の方

入理科を尭緯

め
持
際
情
w
指
(
間
見
)
の
方
は
、
次
の
時
四

設
の
入
園
料
が
ゑ
料
開
設
れ
ま
す
と
務
総

に
印
鑑
・
手
絡
を
持
管
、
喜
譲
へ

L
U

い
で
〈
だ
さ
い
。

V
叫
時
毅
品
噛
〈
糊
時
*
身
体
時
間
宮
術
省
傘
縦

揺
川
持
者
(
兇
)
*
嫁
古
門
学
制
刷
所
持
者
一
党
)

*
よ
緩
め
人
に
品
川
す
る
A
A
線
人

V
翼
線
総
毒
津
ハ
ム
磁
ジ
マ
ン
ボ

zzs' 

euw 

嚇

盤
、

ち

れ

行

立

べ
非
う

白
う
よ

討

ご

け

飴

防

助

'
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
 

h

初
M

明
後
が
あ
っ
た
ら
す
く
排
出
配
す
る
⑤
!
ン
寺
ど
で
す
白
川

一

鍵

議

メ

モ

謹

言

智

ち

含

蓄

す

る

議

を

之

、

議

文

言

議

選

一

…

つ

け

る

α

童

〈

し

、

議

お

よ

び

議

員

n

…
脅
悩
む
人
は
棄
と
多
く
、
一
等
授
は
で
き
れ
ば

1
Zど
五

若

手

。

…

一

方

ョ

誘

導

室

は

き

わ

め

て

告

な

れ

る

よ

う

に

す

る

扮

山

怖

に

主

っ

て

し

ま

っ

た

え

苦

…

…
い
よ
う
手
七
そ
も

fb怒
た
ち
は
、
山
山
時
静
一
間
後
-
紅
汚
を
キ
ス
J

と
軸
例
制
専
問
以
出
闘
に
階
下
、
診
て
も
ら
う
よ
い
フ
に
…

…
食
べ
る
こ
と
に
は
饗
m
な
ほ
と
興
味
す
ほ
め
る
。

L
ま
し
ょ
う
。
拠
開
問
心
の
う
ち
に
ぷ

一
長
す
の
に
、
必
ず
こ
と
に
は
字
的
や
わ
ら
か
い
望
号
よ
↑
フ
に
す
ぎ

r
fな
っ
て
い
た
り
、
婦
と
ふ

一

ほ

ど

露

々

と

れ

ぬ

t
i
t
-
5
1
J日

市

計

い

込

ん

で

い

た

ち

A

rは
余
り
に
笠
海
沿
滋
山
予
け
川
県
「
ゆ
相
続
j
溜
沼
郡
以

wr4以
は
川
の
華
文
在
一
純
白
浪
花
つ
M

・

1

J

T言
。

山

削

川

瞬

時

抑

山

ヤ

組

制

閥

均

閉

山

川

止

と

い

う

こ

と

も

k
…

叫
詩
的
誌
を
一
言

j
い
ど

141品
;
I
1
4も
4iJjtab

変
じ
多
い
も
の
?
ネ

…

?

言

え

ば

、

級

機

管

痔

の

予

誌

は

上

手

な

高

い

合

わ

せ

…

…

織

の

雪

に

あ

り

ま

排

阿

保

管

繍

明

か

ら

装

宗

寺

区

係

会

…

刊
す
u
l
門口
1
m問
、

軒

町

間

(

山

間

J
3
3
1
I
M

…

く

い

き

む

ど

け

れ

¥

お

り

ハ

ミ

ガ

今

る

ふ

…

…

く

ら

い

の

警

の

僚

が

童

話

れ

塁

ー

や

わ

ら

か

い

伎

を

手

話

…

す
古
生
る
こ
と
は

2
2
2
支

を

十

分

に

き

議

普

2
ぃ

轟

野

…

γ一
斉

わ

れ

ま

す

。

音

量

主

総

合

主

と

る

h
噂

ノ

…

…

次

芸

術

に

号

つ

け

て

除

雲

雀

疫

の

事

?

令

輯

醐

明

一

一

4

〈

ザ

一

立
を
上
手
に
し
、
言
語
を
し
ま
主
立
章
、
ヤ
わ
ぬ
勺
か
く
す
る
立

a
J
C一
以

叩

…
し
よ
う

4王
手

品

す

い

は

ほ

室

、

ィ

主

義

器

、

滋

4
z
L

…

山

山

吉

を

十

分

と

そ

謀

、

一

一

去

、

主

ハ

チ

ミ

y
、

ブ

ル

…

v
t
i
t
i
i
i
l
t
i
-
i
i
i
、i
i
i‘-
i
i
i
t
i
i
t
-
-
t
i，
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鴨
宮
内
面
繋
与
ち
ゃ
ん

tJ 

2 
0 

の

烹将
校単

治g

1 .t3 

殺気
氏 lこ

生かみ
Fヲグ

W

大
壕
泰
吉
郎
く
ん

つ
時
間
帯
掛
J

常
児
約
総
長
次
的
日
穏
で
4

甘
い
ま
す
o

w針
縫

8
凶
付
与
問
、
四
呂
、
お
呂
、

(
い
ず
れ
も
月
総
門
口
)

百
五
時
誠
一
昨
時
倒
談
内
一
す
る
乳
泌
〈
問
地
お

mw
年
4
月
集
ま
れ
}
は
、
午
叫
部
9
時
か

ら
9
崎
町
剖
八
ー
ま
で
、
み
ち
ゃ
人
体
操
を

行
い
ま
?
。
こ
の
ば
か
の
乳
児
は
午
弱

9
時
加
分
か
ら
れ
時
ま
で
。

相

v
持
品
甘
す
る
も
の
徹
子
鴎
間
続
手
緩
と

パ
ス
タ
オ
ル

1
校
。
手
州
制
ド
い
は
発
宵
状

棋
を
よ
く
制
精
娘
し
て
記
入
し
ま
し
ょ
チ
フ
。

溺
れ
死
健
診
は
臨
時
子
一
銭
綾
子
棋
の
務
総

p
h
p
'
b
F
9

長

時

空

3
1
G
か
同
月
間
、

9

3

U

&

U

講

演

時

的

V

露
仏

か
月
間
市
下
を
お
吊
し
、
医
臨
時
機
関
や
受

4

a

i

ー

:

¥
iぅ
。

霊

け

ま

し

ょ

う

脳
陣
障
問
対
日
拾
い
肘

U同
色

骨

い

芸

が

ん

g
iま

い

燃

の

警

は

、

1
0
0
A
議

会

後
級
学
訟
を
次
の
刊
日
程
?
ι
け
い
ま
す
ω

さ
ら
し
布
1
3
0
棚
段
、
来
、
気
ハ
子
供
を
笠
n
A
W
W

阿
ぜ
る
こ
と
が
ywん
な

-fof協
が
ん
は
学
期
に
内
需
同
比
す
れ
ば
鋭
が
必
り
ま
す
。

V
時
開
問
午
前
9
時
刻
脅
か
句
れ
時
四
サ
ミ
、
マ
チ
叫
引
を
長
恭
し
て
く
だ
さ
い
。
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
、
ご
夫
婦
で
常

1
0
0
%会
リ
叩
惜
し
ま
す
。
キ
ま
で
に
俊
平
復
療
機
回
同
総
孫
子
中
央
給
付
例
、
お

分
ま
さ
警
官
の
み
午
後
1
禁

一

品

安

月

間

霞

欝

一

え

ぞ

み

ま

せ

ん

か

。

ぜ

ひ

、

こ

毒

で

け

さ

と

の

寺

い

人

は

、

ぎ

受

け

r
援

隊

、

一

大

襲

豪

、

里

震

ら
3
誌

分

ま

ざ

「

l
i
l
i
-
-ー
ー

し

重

し

で

く

だ

さ

い

。

く

だ

さ

い

鍛

造

選

雲

〉

て

の

家

曹

襲

撃

以

上

の

進

世
主
務
殺
す
る
も
め
同
時
チ
後
綾
子
緩
む

1
緩
6
か
月
免
措
時
総
鈴
疫
を
次
の
包
帯
悶
時

8
Rけ
対
日
ァ
ヱ
}
午
前
9
時
初
耐
臓
の
幸
せ
で
す
。
お
っ
く
う
が
ら
ず
に

V
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
伐
所
、
氏
名
i

d

可
腕
珂
糊
桝
学
組
制
白
血
櫨
即
時
で
行
い
ま
す
。
分
ム
ぞ
ふ
つ
は
時
四
分
ま
で
へ
受
付
は
当
日
今
す
ぐ
お
申
し
込
み
く
幻
さ
い
。
年
鈴
、
電
話
、
保
後
・
セ
ン
タ
ー
、
際
協
掠

W
持
参
す
る
も
の
母
子
縫
媛
手
紙
と
会
場
で
午
前
9
静
か
告
)
集
奴
検
診
は
毎
週
水
線
内
閥
、
保
健
セ
後
憾
の
復
刻
を
明
記
の
上
、
健
綾
セ
ノ

問
診
察
(
日
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に
一
軍
内
容
*
ピ
ヂ
オ
ぷ
法
赤
ち
政

vAL

ン
タ
ー
で
実
旅

t
て
い
ま
す
。
務
削
減
努
タ
l
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

φ

な
お

d?議
S
か
銅
月
見
後
掛
照
鈴
濠
釘
時
世
帯
赤
丸
ゃ
ん
の
お
風
口
お
入
れ
方
(
撲
に
は
、
同
時
に
成
人
綴
の
健
媛
診
盗
も
滋
綴
に
よ
る
取
し
込
み
も
受
け
付
け
ま

丹

製

)

*

す

ば

ら

L
い

穏

に

な

る

た

め

に

案

絡

し

ま

す

。

す

。

(
絵
)
*
そ
の
約
機
談
都
合
的
緩
い
方
は
、
次
の
開
問
機
機
開
閉

?
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
隊
療
機

(3) 

「
制
措
や
か
に
、
そ
れ
が
一
品
恥

{
談
絡
会
・
ぬ
か
対

モF

藤

鰻
く
ん

今
日

S
H丹
1
日
が
町
議
争
中
日
明
、
す
L

九
掛
州
立
ム
口
・

l
勤時
w

特
別
克
麓
扶
養
手
当
、
福
祉
事
当

を
増
額
倒
閣
同
市
川
…

ニ
の
た
び
持
総
坦
児
童
扶
織
や
当
等
の
資
総
に
閉
門
す
る
法
体
的
…
泌
が
改
正
さ

れ
、
手
識
の
紛
が
上
表
的
議
り
酬
明
綴
さ

れ
ま
し
た
。
減
問
問
は
6
月
支
給
分
台
ら

と
な
り
ま
・
す

9

V
問
い
合
わ
せ
福
祉
議

羽
中
灘
語
美
子
ち
ゃ
ん

「
阜
市
結
び
と
お
散
歩
が
大
好
き
し

(
船
戸
・

1
緩

6
か
日
付

206 

8.8{木)講溺と咲樹の集い

的
な
議
齢
制
で
す
。

ご
の
運
動
的
ゅ
総
と
し
て
、

と
腕
綴
A

設
を
L
H
い
ま
す
。
紘
H
b

参
加
胤
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

w
Z同
時

8
n
8滋
〈
本
)
午
地

帯
'
一
端
部
川
市
民
会
館
ホ
ー
ル

曹
入
場
紫
創
刊

wv
議
演
吋
心
的
犯
を
開
聞
か
ぜ
ょ
う
い

従
緩
能
昭
氏
{
約
市
進
党
作
住
殺

J

V
線
路
「
つ
っ
ぱ
り
ん
総
分
、
校

内
暴
力
、
W
M
州
出
主
ど
で
謀
議
総
耐
献
に

付
さ
れ
た
つ
っ
ぱ
り
学
年
が
、
保
捕
縛

叫
叫
、
絞
殺
保
護
同
岬
入
会
内
問
、

B
S
S

童

話

機

還

な

働

き

か

け

皐

か
い
励
ま
し
で
、
軍
人
生
を
祭
す
ま
ひ

の
哨
組
制
慌
を
扱
い
た
も
的
で
す
。

帯
主
附
鴨
市
川
保
護
『
町
会
会

V
共
鎖
市
、
市
紋
育
委
員
令
、
市



『
拘
鰍
へ
一
付
け
ば
い
い
い
で
は
な
く
て
、
的
問
平
山
崎
め
は
ど
は
、
家
族
全
長
で
ゲ
i

お
立
さ
ん
お
母
さ
ん
が
子
供

μ
納
品
加
を
ム
ふ
い
や
勺
て
胤
唱
し
ん
た
り
、
人
的
滋
綴

教
え
て
あ
げ
る
箇
れ
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
て
い
る
よ
ー
な
綴
お
に
ν
9
y
ピ
ニ

マ
特
に
培
え
る
お
お
山
地
き
ん
の
呉
合
が
グ
に
行
勺
た
り
す
る
よ
ワ
も
‘
こ
の
~
一

線
か
ゥ
た
ら
、
お
父
さ
ん
と
子
然
治
で
ろ
よ
く
詩
わ
れ
る
森
林
浴
、
す
な
わ
ち

お
洗
穏
や
食
事
的
仕
皮
な
ど
令
す
る

G

内
火
山
け
然
的
中
で
家
跡
叫
が
後
端
端
的
川
な
…

主
事
の
時
は
、
み
ん
な
で
継
し
く
い
ろ
日
を
品
ご
す
L
H
か
い
い
の
で
は
な
い

い
ろ
と
お
し
ゃ
べ
う
を
し
な
が
り
食
べ
か
と
州
都
い
ま
す
。
そ
ヴ
い
う
点
で
、
布

る
一
ニ
れ
が
、
弘
め
考
え
る
本
来
の
家
伎
は
I
f

て
ら
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す

G

臨
時
で
あ
り
、
理
患
の
{
字
紙
で
h
リ
ま
ず
キ
由
州
刊
あ
る
軒
町
、
我
同
知
子
市
‘
そ
し
て
、

そ
う
い
う
家
騒
が
務
夜
ど
の
く
ら
い
存
今
ま
で
に
活
山
崎
し
れ
人
々
い
ま
つ
わ
る

介
托
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
抄
一
ん
。
で
も
、
務
次
長
品
化
マ
U
口
一
訪
ね
磨
い
て
過
ご
す
一

ょ
う
い
う
↑
字
経
は
現
在
火
山
乱
世
な
〈
の
も
と
て
t長
品
義
あ
る
こ
と
H
ん
と
思
い
…

本
縫
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
。
悶
泌
裁
な
っ
て
い
る
と
忍
い
ま
す
毎
ま
す
。
ま
た
家
縫
的
誌
に
は
欲
総
会
日
間
一

興
に
は
で
つ
め
殺
に
ホ
治
す
る
家
紋
…
つ
の
窓
内
中
に
朴
叫
ん
P
い
主
が
ら
で
何
か
テ
!
?
を
伏
め
争
議
L
ム
U
7
の
一

内
線
第
り
恥
と
慾
い
て
あ
り
ま
す
ョ
て
心
は
ば
ら
ば
ら
で
、
人
一
人
が
勝
手
も
必
援
な
こ
と
だ
し
乙
州
都
い
ま
す

a

一

も
、
山
本
山
崎
ー
と
い
う
一
字
品
川
滋
字
じ
は
、
な
こ
と
や
干
る
よ
う
な
4
1
淡
町
緩
ま
り
総
目
的
食
卓
で
の
雑
誌
主
は
ち
が
っ
…

こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
の
滋
味
L
か
な
い
の
で
は
、
家
窓
と
は
語
、
え
な
い
内
寸
同
と
綴
て
、
↓
つ
の
テ
;
ぜ
に
つ
い
て
い
ろ
い
一

し

ょ

う

か

。

い

ま

す

ω

人
一
人
が
絞
め
家
桜
町
二
ろ
と
議
品
川
河
告
す
る
。
こ
れ
は
、
一
弘
山
県
が
一

人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
い
ろ
い
ろ
な
鋒
釈

k
も
考
之
、
助
け
合
え
る
よ
う
な
不
妊
、
役
会
合
機
成
ず
る
も
の
と
与
え
れ
ば
、
一

が
あ
る
と
思
い
ま
す

b

そ
の
中
に
、
広
そ
λ
な
家
濯
が
多
く
な
れ
ば
、
ヴ
ス
コ
役
会
内
合
同
町
の
一
容
で
も
あ
る
L
ζ

怠
い
一

向

貯

と

い

フ

も

の

は

な

い

T

し

ょ

3

0

L

ミ

を

に

き

わ

し

て

い

ら

待

行

や

校

内

換

ま

す

。

一

い
て
い
う
な
ん
り
ば
ぷ
日
分
な
り
の
鮮
釈
、
力
な
と
も
、
も
っ
と
h
y
な
く
な
る
と
忽
そ
ヲ
い
牛
?
な
昧
で
鳴
る
い
家
患
が
多
一

品
削
除
分
が
こ
う
だ
と
忠
一
コ
た
こ
と
こ
そ
互
い
ま
す
。
怒
雲
中
で
も
も
夜
会
主
〈
令
れ
れ
ば
、
我
孫
子
市
全
体
、
い
や
回
一

・
子
動
総
を
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
し
か
号
、
え
な
い
窓
い
や
り
の
な
い
家
本
中
が
ら
っ
と
明
る
く
‘
平
お
に
な
る

一
話
私
は
中
毒
と
は
『
義
が
助
け
合
い
校
で
は
、
自
然
と

ιも
ま
じ
め
だ
と
の
で
は
と
患
い
ま
す
ω

一
向
付
な
が
ら
定
泌
す
る
も
の
だ
』
と
思
い
ま
緩
い
ま
す
悶
(
問
汀
ね
さ
ん
は
ゑ
崎
市
佐
山
1
3
年
生
)

寸
。
ぷ
十
黙
の
成
殺
が
下
が
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
点
で
‘
蕊
の
考
え
る
探
知
必

千葉集人話予想撰
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mwm月
1
日
‘
全
閉
山
一
斉
に
国
勢
総
*
燃
料
公
総
務
総
討
議
人
口
学
事
同
開
ま
で

が
一
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
仰
げ
い
、
燃
で
お
送
り
く
だ
き
い

a

繍
明
は
Q
M
路
加

は
人
口
予
慾
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。
国
5
(
消
印
有
効
一
で
す
α

月
I
H
U
で
千
哨
病
問
階
的
人
口
は
珂
人
に
む
叫
す
入
賞
決
定
手
掛
腕
環
が
口
月
に
は
沌

る
で
し
ょ
う
か
。
ふ
る
っ
て
ど
路
線
く
楽
す
る
昭
和
的
年
間
関
執
町
議
+
親
子
淡
惨

だ
さ
い
。
な
お
、
ら
向
付
1
u
u
筏
殺
の
千
人
口
絞
数
に
的
中
、
ま
た
は
絞
も
辺
一

-
濃
嵐
山
町
人
口
い
は
知
H
5
5
0
7
人
で
す
。
い
も
の
か
ら
人
減
税
を
ふ
浴
し
ま
す

a

v路
線
方
法
寝
袋
ハ

f
キ
に
①
手
慾

V
熊
ふ
1
等
{
5
万
用
内
務
当
日
開
設

人
口
数
(
算
用
数
字
J
ゆ
住
所
ゆ
氏
名
券
}
、
2
等
(
3
万
円
問
問
)
、
3
桝
押
す

③
年
続
⑤
屯
綴
阿
倍
m
y
b
M
m
明
記
し
、
一
T
2
万
円
悶
て
多
事
〈
5
0
0
0
湾
問
)

6
0
i
m
山
千
織
市
市
場
町
ー
の
1
千
葉

閑
語

J
J

一
い
に
よ
り
一

下し
j
i
l
l
!し

コ
観
一
位

二
盟
一
盤

贈
E
且
町
一
窃
啄
一
昭
E
E

金
一
額
一
開

審
一
臨
一
環

謹
一
黄
土

開
一
冊
三

輔
一
時
仁

ぬ

暢

《

切

合

内

問

窃

内

申

品

智

《

暗

融

鞭

品
w
織
り
ま
す
①
持
イ
ン
チ
〈
朝
廷
宮
(
朗
J
3
1
6
9
V
0
3
6
7
〉
也
骨
子
供
用
良
転
車
認
知
i

v鰻
軒
で
傘
工
業
川
市
ミ
ン
/
八
中
山
事
ギ
タ
i
H
ケ
i
ス
品
川
ハ
ヤ
閥
均
惜
(
鰯
〉
幻
イ
ン
チ
〈
知
樹
党
罰
戸
削
)
3
2
6
9
v

官
(
剖
)
9
6
2
4
〉
*
卓
球
台
〈
日
間
島
3
8
5
0
0
v
*
波
動
笈
湖
数
人
資
際
情
{
m
m
)
3
4
2

岱
〈
削
}
3
5
6
0
V
本
応
築
主
夜
、
セ
y

出

W
綴
っ
て
く
だ
さ
い
@
5
〉
ネ
ポ
i
ダ
ブ
ル
ミ
ン
ン
へ
鈴
本
岱

-TM引
ビ
ニ
ー
ル
レ
ザ

l
張
ベ
ピ
i
ベ
め
絡
畿
で
マ
事
ベ
ビ
i
ベ
ッ
ド
、
べ
ば
〈
引
例
〉
0
5
G
5
〉

y
F、
ベ
ピ
!
パ
符
i
《
村
総
時
一
関
山

l
パ
ス
〈
山
山
由
時
{
例
〉
0
4
1
6
v
議
申
し
込
み
は
各
連
絡
先
へ
政
措
電
務

6
2
0
2
v
水
不
仲
間
刃
向
山
転
車
内
部
イ
*
ピ
ア
ノ
《
換
期
情
(
制
〉
G
0
3
4
v
で
a

コ

i
ナ
i
掲
載
希
望
者
は
、
市
民

ン
チ
ハ
間
内
野
世
'
目
前
)
2
2
2
2
v
*
子
供
問
抑
制
転
車
〈
大
津
官
〈
拠
)
0
4
地
泌
総
消
輔
拭
今
沼
田
一
時
ま
で
愛
滋
で
。

V
官
官
料
で
*
子
供
同
哨
，
M
枇
挙

H
H
・
。
z
v
*
コ
ピ
eS53

時
間
搬
な
…
一
務
時
制
{
的
問
〉
w
v
問
い
合
わ
せ
市
民
集
滋
綴

ぷ
帆
の
潔
悠
の
家
庭
と

家
庭
の
日
」

会
長
、
会
闘
ぽ
営
費
な
し
個
性
糸
事

「
ワ
バ
ト
サ
i
グ
ル
粕
い
は
‘
昨

年

Aemい
い
臨
時
絵
L
た
等
哀
ク
ラ
ブ
。

丸
刈
帥
吋
舶
の
写
真
ク
ラ
ず
に
所
絡
し

て
い
た
山
悶
さ
ん
、
幅
制
派
怒
ん
、
小

林
さ
ん
の
3
人
が
分
家
独
立
、
結
成

し
と
も
め
だ
。
そ
の
後
.
徐
々
に
メ

シ
パ
!
を
地
や
し
現
在
は
cn
人。

会
に
法
会
長
、
九
治
則
則
、
念
品
開
ヰ
し
。

あ
る
め
は
都
2
邸
ず
つ
の
議
影
会
と

作
品
問
問
だ
け
俗
ー
あ
く
ま
で
も
臨
時

45 

間

フォトサークル手口

の
サ
i
ク
ル
。
決
防
本
で
同
州
悲
し
く
し
ブ
を
刊
誌
っ
て
3
然
記
討
的
小
旅
'
打
。

れ
~
く
な
い
」

k
い
う
の
が
会
の
そ
y
ト

判

3
・
校
約
移
築
会
ム
前
に
一
語
り
明
か
す
こ

ー
だ

Q

と
も

t
ば
し
ば
陪
訟
る
と
?
も
な
い
い

毎
月
的
問
開
会
も
な
い
が
、
ー
タ
u
u
が
さ
作
品
展
辻
聴
茶
巾
怖
や
レ
ス
ト
う
ン

rd

れ
い
幻
か
ら
、

y
τ
?
だ
い
L
寸
い
い
写

η
努
品
開
を
燃
す
の
が
ふ
人
部
品
。
市
が
常
設

終
が
織
れ
た
よ
」
と
声
を
か
け
れ
は
郎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い

緩
ん
口
、
ま
と
ま
り
の
円
す
ず
は
申
L
分
な
'
ん
で
す
け
い
と
ね
」
と

い
e

B

溜
り
場
々
と
な
っ
て
い
る
山
間
メ
ン
バ
ー
一
日
開
演
令

さ
ん
港
庁
、
得
災
鋭
畿
に
絡
を
咲
か
す
。
そ
ろ
え
る
。

吋
移
築
は
家
保
し
の
お
も
し
ろ
患
だ
今
月
一
応
日
か
り
お

ね
a

y
ヤ

y
タ
ー
チ
ャ
ン
え
が

rニ
に

H
ま
で

k

天
王

4

山口駅

隠
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
ω

絞
っ
け
前
向
戦
終
的
ブ
ア
イ

た
時
は
も
3
夢
中
で
シ
ャ
ン
タ
i
ぶ
や
い
抑
ル
で
4
泌
総
的
作
品

し
い
拭
け
て
い
る
よ
」
と
メ
ン
バ
ー
め
3
総
合
総
〈
@
テ
i
マ

人

@

は

チ

仰

向

沼

包

キ
ャ
リ
ア
は
恥
一
時
間
、
4
5
5
年
と
い
叶
ア
オ
コ
に
檎
求

フ
と
と
ζ
ろ
だ
が
、
県
内
町
展
覧
会
で
っ
た
験
的
ア
ヒ
ん
や

は
必
ず
議
か
が
入
選
す
る
と
い
う
哨
河
内
恥
照
的
死
問
闘
が
浮
か
ぷ

者

ぞ

タ

つ

い

だ

。

手

相

H
沼
も
、
時
抗
判
ョ

す
で
ぷ
捕
時
総
会
は
2
鴎
、
作
品
田
棋
は
ハ
〆
と
や
?
る
よ
う
な

3
紛
開
聞
い
た
。
滋
影
会
は
パ
ス
を
問
料
り
災
し
い
姿
を
見
せ
て

切
り
、
ラ
イ
ハ
ル
の
滋
期
的
湾
総
ク
ラ
く
れ
ま
す
σ

た
だ
汚

緩くと魂てい

襲安 i雲T5
いえ良いで

L22い台

;tf立案
1 い 隣 室 翠 と
8 るにお を
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約
搾
い
ち
子

総
州
州
八
J
子

公
千
平
期

積
回
千
代
子

一
一
一
谷
和
光

山
口
議
風

高
原
雅
子

梯
チ
回
に
祭
れ
る
緩
や
鳴
〈
蛙
柴
憾
紀
代

鴻
L
へ
や
父
内
佼
ぐ
さ
を
そ
丹
ま
‘
に
野
口
二
、
フ

操
作
月
添
う
一
つ
塁
市
は
み
じ
か
し
機
一
好
千
鶴
子

沖
合
日
や
援
底
的
抑
く
治
り
給
公
子
直
子

お
の
識
に
日
や
け
て
議
滞
る
間
間
期
間
開
治

朝
ま
だ
き
草
治
る
防
胞
に
桝
慨
を
ぬ
ふ
ま
た
一
本
の
ね
ト
h
d

咋

~

院

き

て

一

一

一

谷

如

問

先

仲
間
線
的
地
砲
も
蒐
せ
ず
母
遜
か
せ
的
世
相
服
的
伐
の
つ
な
と

か

ほ

ぞ

き

略

場

千

鶴

子

ム
日
法
的
予
惣
以
上
に
ふ
九
な
れ
ば
殺
明
け
待
て
ず
に
捕

に

滋

て

は

刷

新

潟

寧

衣

川
地
外
て
遊
ぶ
子
供
の
綜
鴻
え
て
線
内
総
に
は
AM転
車

投

ぷ

山

ω
口

君

子

台
底
的
滋
事
た
る
州
制
を
お
が
た
だ
し
青
き
射
の
笑
筆

む

ら

じ

ゅ

鴻

つ

斉

務

総

下

特
戦
後
は
だ
し
で
通
学
せ
し
子
容
的
多
喜
を
税
ひ
ぬ

同

時

り

し

〈

叫

に

現

理

定

江

哀
悼
内
問
主
総
が
ら
川
町
に
向
れ
浪
人
手
家
内
古
闘
し
め

ば

る

水

制

寸

サ

時
議
す
る
娘
は
遺
体
皆
へ
も
も
ど
か
し
く
綴
主
将
一
た
し

て

紘

一

に

急

事

内

栃

木

き

ょ

M地内放に

4
あ
一
つ
け
て
日
見
上
げ
ゐ
る
こ
の
身
向
同
窓
に
時

滅

的

制

品

目

ぴ

附

荻

野

滋

子

持
羽
操
の
お
の
あ
ら
か
れ
ん
織
れ
れ
九
る
に
念
日
夜
一
ば
む

と

し

"

を

燃

か

す

村

上

滋

代

\O~ 
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